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引
抜
鋼
管

メ

カ

の

サ
ン
キ
ン

︵
本
社
・
大

阪
市
西
区


社
長
・
田
貴

晴
氏
︶
は

Ｃ
Ｎ
︵
カ


ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
︶
を

推
進
す
る
た
め

福
知
山

工
場︵
京
都
府
福
知
山
市
︶

に
木
質
チ

プ
を
燃
料
と

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ


を
設
置
し
た

バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ

を
使
用
す

る
こ
と
で

同
工
場
の
Ｃ

Ｏ

排
出
量
は
従
来
に
比

べ

％
強

年
間
で
約
７

０
０

強
削
減
さ
れ
る


同
社
で
は

今
後
さ
ら
に

全
社
的
に
Ｃ
Ｎ
活
動
を

進
め

２
０
５
０
年
に
Ｃ

Ｏ

排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指

す


　
同
社
は

世
界
的
な
Ｃ

Ｎ
の
流
れ
を
受
け


年

に
Ｃ
Ｎ
推
進
委
員
会
を
設

置

引
抜
鋼
管
の
主
力
生

産
拠
点
の
福
知
山
工
場
が

全
社
Ｃ
Ｏ

排
出
量
の


％
を
占
め
る
こ
と
か
ら


同
工
場
で
の
対
策
を
検
討

し
て
い
た

年

月
に


福
知
山
バ
イ
オ
マ
ス
研
究

開
発
事
業
協
同
組
合
が


地
元
由
良
川
河
川
敷
な
ど

の
刈
草
や
剪
定
枝
を
原
料

と
し
た
木
質
ペ
レ

ト
の

生
産
を
開
始

自
社
の
Ｃ

Ｎ
を
推
進
す
る
と
と
も

に

地
元
の
自
然
環
境
維

持
に
貢
献
す
る
こ
と

福

知
山
市
内
の
生
産
で
木
質

ペ
レ

ト
を
安
定
的
に
確

保
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

を

導
入
す
る
こ
と
に
し
た


　
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ


に
よ
り
発
生
さ
せ
た
水
蒸

気
は

酸
洗
や
ボ
ン
デ
ラ

イ
ト

潤
滑
な
ど
引
抜
前

の
表
面
処
理
の
熱
源
と
し

て
活
用
す
る

自
然
災
害

な
ど
の
緊
急
時
に
備
え


従
来
の
ガ
ス
ボ
イ
ラ

は

撤
去
せ
ず
残
す

同
工
場

で
は

そ
の
他
の
主
要
設

備
に
つ
い
て
も
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ

を
使

た
設

備
に
切
り
替
え
る
こ
と
な

ど
を
検
討
し

さ
ら
な
る

Ｃ
Ｎ
を
進
め
て
い
く


　

日
に
は
現
地
で
関
係

者
を
集
め
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ

の
火
入
れ
式
が
行

わ
れ

田
社
長
が
火
入
れ

の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

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